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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ッ テ リ パ ッ ク で あ っ て 、
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 互 い に 接 続 さ れ る セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、
　 そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 方 向 の 正 負 極 の 両 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ そ れ ぞ れ 前 記 回 路 基 板 に 接  
続 さ れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ と 、
　 前 記 回 路 基 板 を 間 に 挟 ん で そ れ ぞ れ 前 記 回 路 基 板 の 長 さ 方 向 の 両 端 部 に 接 続 さ れ 、 且 つ  
電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で 前 記 セ ル か ら の 電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ に よ っ て  
電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 一 対 の 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と 、 を 備 え 、
　 一 体 に 接 続 さ れ る 前 記 セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 、 第 ２ 電  
気 コ ネ ク タ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可 能 に 位 置 制 限  
係 合 し 、
　 前 記 フ レ ー ム は 、 長 さ 方 向 に 両 端 部 を 有 し 一 体 的 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 セ ル は そ の 長 さ 方 向 が 前 記 フ レ ー ム の 長 さ 方 向 に 対 応 す る よ う に 、 前 記 フ レ ー ム 内  
に 収 納 さ れ 、
　 前 記 フ レ ー ム の 前 記 両 端 部 の 各 々 に は 、 収 納 さ れ た 前 記 セ ル の 両 端 の 電 極 に 対 応 す る 位  
置 に 接 続 開 口 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ の 各 々 は 、 前 記 フ レ ー ム の 外 側 か ら 前 記  
セ ル の 前 記 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、

請求項の数　9　（全18頁）　最終頁に続く
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　 前 記 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 、 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ 、 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ 、 及 び 前 記 回 路  
基 板 は 、 前 記 フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 長 さ 方 向 の 一 端 部 か  
ら 他 端 部 に 至 る ま で 挿 入 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 体 に 接 続 さ れ る セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 、 第 ２ 電 気 コ  
ネ ク タ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と が 長 さ 方 向 に 沿 っ て 前 記 ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可  
能 に 位 置 制 限 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ レ ー ム に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 設 置 さ れ 、  
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 滑 り 溝 が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 又 は 、
　 前 記 フ レ ー ム に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 凹 ん で い る 滑 り 溝 が 設 置 さ れ 、  
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 対 応 し て 配 置 さ れ る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 に 延 在 し て  
折 り 曲 げ ら れ て 前 記 フ レ ー ム の 外 表 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 且 つ 前 記 回 路 基 板 へ 延 在 し て 前 記  
回 路 基 板 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向  
に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 延 在 セ グ メ ン ト を 備 え 、 前 記 延 在 セ グ メ ン ト と 前 記 回 路 基 板 と  
が 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 間 隔 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向  
に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 延 在 セ グ メ ン ト を 備 え 、 前 記 延 在 セ グ メ ン ト は 互 い に 隔 て ら れ  
、 そ の 間 隔 距 離 が ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 延 在 セ グ メ ン ト と 前 記 回 路 基 板 と が ４ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 ５ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 且 つ 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ  
方 向 に 垂 直 で あ る 方 向 に 外 向 き に 延 在 し て 取 付 部 を 突 出 形 成 し 、
　 前 記 取 付 部 は 前 記 セ ル 及 び 前 記 回 路 基 板 を そ れ ぞ れ 位 置 決 め し て 実 装 接 続 す る こ と に 適  
し 、
　 前 記 フ レ ー ム は 前 記 取 付 部 の 間 に 位 置 し 、 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る  
弧 形 溝 を 更 に 備 え 、
　 前 記 弧 形 溝 が 前 記 セ ル の 弧 形 面 に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ  
パ ッ ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 弧 形 溝 の 幅 が 前 記 セ ル の 外 径 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の バ ッ  
テ リ パ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は バ ッ テ リ パ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 動 工 具 の 汎 用 性 を 向 上 さ せ て 、 電 動 工 具 の 作 業 範 囲 が ソ ケ ッ ト の 位 置 に よ り 制 限 さ れ  
な い よ う に す る た め に 、 市 場 に は コ ー ド レ ス 電 動 工 具 が 多 く あ る 。 コ ー ド レ ス 電 動 工 具 は  
持 ち や す く 、 容 易 に 操 作 で き 、 機 能 が 様 々 で あ る な ど の 特 徴 を 有 し 、 作 業 負 荷 を 大 幅 に 軽  
減 し 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ 、 手 動 操 作 の 機 械 化 を 実 現 す る こ と が で き る た め 、 建 築 、 住 宅  
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の 装 飾 、 自 動 車 、 機 械 、 電 力 、 橋 梁 、 園 芸 な ど の 分 野 に 広 く 応 用 さ れ る 。 コ ー ド レ ス 電 動  
工 具 の 電 源 へ の 使 用 に 適 す る 従 来 の バ ッ テ リ パ ッ ク の 内 部 は 揺 動 を 回 避 す る た め に 、 そ の  
組 立 構 造 が よ り 複 雑 で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 組 立 構 造 が 簡 単 で 、 バ ッ テ リ パ ッ ク 内 部 の 揺 動 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と  
が で き る バ ッ テ リ パ ッ ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク で あ っ て 、
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 互 い に 接 続 さ れ る セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、
　 そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 方 向 の 正 負 極 の 両 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ そ れ ぞ れ 前 記 回 路 基 板 に 接  
続 さ れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ と 、
　 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ 、 且 つ 電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で 前 記 セ ル か ら の  
電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ３ 電  
気 コ ネ ク タ と 、 を 備 え 、
　 一 体 に 接 続 さ れ る 前 記 セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 、 第 ２ 電  
気 コ ネ ク タ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可 能 に 位 置 制 限  
係 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 前 記 一 体 に 接 続 さ れ る セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 、 第 ２  
電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と が 長 さ 方 向 に 沿 っ て 前 記 ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ に  
摺 動 可 能 に 位 置 制 限 係 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 前 記 フ レ ー ム に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 設 置  
さ れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 滑 り 溝 が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 又 は 、
　 前 記 フ レ ー ム に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 凹 ん で い る 滑 り 溝 が 設 置 さ れ 、  
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 対 応 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 に 延  
在 し て 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 フ レ ー ム の 外 表 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 且 つ 前 記 回 路 基 板 へ 延 在 し  
て 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 線 の 長  
さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 延 在 セ グ メ ン ト を 備 え 、 前 記 延 在 セ グ メ ン ト と 前 記 回 路  
基 板 と が 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 間 隔 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 線 の 長  
さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 延 在 セ グ メ ン ト を 備 え 、 前 記 延 在 セ グ メ ン ト は 互 い に 隔  
て ら れ 、 そ の 間 隔 距 離 が ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 前 記 延 在 セ グ メ ン ト と 前 記 回 路 基 板 と が ４ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 前 記 フ レ ー ム は 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 且 つ 前 記 セ ル の 軸 線  
の 長 さ 方 向 に 垂 直 で あ る 方 向 に 外 向 き に 延 在 し て 取 付 部 を 突 出 形 成 し 、
　 前 記 取 付 部 は 前 記 セ ル 及 び 前 記 回 路 基 板 を そ れ ぞ れ 位 置 決 め し て 実 装 接 続 す る こ と に 適  
し 、
　 前 記 フ レ ー ム は 前 記 取 付 部 の 間 に 位 置 し 、 前 記 セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る  
弧 形 溝 を 更 に 備 え 、
　 前 記 弧 形 溝 が 前 記 セ ル の 弧 形 面 に 対 応 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 前 記 弧 形 溝 の 幅 が 前 記 セ ル の 外 径 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 発 明 の 有 益 な 技 術 的 効 果 は 以 下 の と お り で あ る 。
　 該 技 術 案 は セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 の 三 者 を セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 互 い に 接 続  
し 、 セ ル が フ レ ー ム に よ り 位 置 制 限 さ れ 、 且 つ 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ に  
よ っ て セ ル の 正 負 極 の 両 端 を 回 路 基 板 に 接 続 し 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ  
の そ れ ぞ れ の 両 端 が そ れ ぞ れ セ ル 及 び 回 路 基 板 に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 溶 接 に よ る  
接 続 方 式 を 用 い 、 こ の よ う に セ ル 及 び フ レ ー ム の 位 置 制 限 固 定 を 実 現 し 、 第 １ 電 気 コ ネ ク  
タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ は 電 気 的 接 続 の 役 割 を 果 た す 一 方 、 位 置 制 限 固 定 の 役 割 を 果 た し  
、 ま た 、 回 路 基 板 は 直 接 に フ レ ー ム に 固 定 し て 位 置 制 限 さ れ 、 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ は 回 路 基  
板 に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 こ れ を も っ て 、 セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク  
タ 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と が 一 体 に 接 続 さ れ 、 一 体 に な っ た 構 造 全 体  
は 直 接 に ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可 能 に 位 置 制 限 係 合 し 、 容 易 に 組 み 立 て る こ と が  
で き 、 且 つ 一 体 に な っ た 構 造 及 び キ ャ ビ テ ィ は 更 に 位 置 制 限 し て バ ッ テ リ パ ッ ク 内 部 の 揺  
動 を 効 果 的 に 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は バ ッ テ リ パ ッ ク 内 部 の 揺 動 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き る バ ッ テ リ パ  
ッ ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク で あ っ て 、
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 互 い に 接 続 さ れ る セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、
　 そ れ ぞ れ 前 記 セ ル の 軸 方 向 の 正 負 極 の 両 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ そ れ ぞ れ 前 記 回 路 基 板 に 接  
続 さ れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ と 、
　 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ 、 且 つ 電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で 前 記 セ ル か ら の  
電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ３ 電  
気 コ ネ ク タ と 、 を 備 え 、
　 前 記 フ レ ー ム が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可 能 に 位 置 制 限 係 合 す る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 前 記 セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 と 、 前 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ  
及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ と が 互 い に 接 続 さ れ て 一 体 に 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 前 記 フ レ ー ム に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 設 置  
さ れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 滑 り 溝 が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 又 は 、
　 前 記 フ レ ー ム に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 凹 ん で い る 滑 り 溝 が 設 置 さ れ 、  
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 対 応 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 発 明 の 有 益 な 技 術 的 効 果 は 以 下 の と お り で あ る 。
　 該 技 術 案 は セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 回 路 基 板 の 三 者 を セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 互 い に 接 続  
し 、 セ ル 及 び 回 路 基 板 が そ れ ぞ れ フ レ ー ム に よ り 位 置 制 限 さ れ 、 位 置 制 限 し て 接 続 さ れ た  
後 に フ レ ー ム と ハ ウ ジ ン グ の キ ャ ビ テ ィ と の 摺 動 可 能 な 位 置 制 限 係 合 に よ っ て バ ッ テ リ パ  
ッ ク 内 部 の 揺 動 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 又 は 従 来 技 術 の 技 術 案 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 に  
具 体 的 な 実 施 形 態 又 は 従 来 技 術 の 記 述 に 必 要 な 図 面 を 簡 単 に 説 明 す る が 、 当 然 な が ら 、 以  
下 に 記 載 す る 図 面 は 単 に 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 で あ っ て 、 当 業 者 で あ れ ば 、 創 造 的 な 労  
力 を 要 す る こ と な く 、 更 に こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 図 面 を 取 得 す る こ と が で き る 。
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【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 １ の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 １ の 構 造 分 解 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 １ の 構 造 組 立 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 １ の 局 部 構 造 分 解 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の 構 造 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の 構 造 分 解 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の 構 造 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の 構 造 縦 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の 他 の 分 解 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の セ ル 、 フ レ ー ム 、 回 路 基 板 の 分 解 構 造 模  
式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ の 他 の 視 点 か ら の 構 造 分 解 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ３ の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ３ の 構 造 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ３ の 局 部 構 造 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ３ の 構 造 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ３ の 他 の 視 点 か ら の 構 造 分 解 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 技 術 案 を 明 確 且 つ 完 全 に 説 明 す る 。 無 論 、 説 明 さ れ  
る 実 施 例 は 本 発 明 の 実 施 例 の 一 部 で あ り 、 実 施 例 の 全 部 で は な い 。 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ  
い て 、 当 業 者 が 進 歩 性 の あ る 労 働 を 必 要 と せ ず に 取 得 す る 他 の 実 施 例 は 、 い ず れ も 本 発 明  
の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １
　 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 す る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ で あ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、  
セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ を 備 え 、 セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板  
４ ０ が セ ル ２ ０ の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 互 い に 接 続 さ れ 、
　 そ れ ぞ れ 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ の 軸 方 向 の 正 負 極 の 両 端 に 配 置 さ  
れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と 、
　 電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で セ ル ２ ０ か ら の 電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０  
ａ 、 ７ ０ ｂ ） に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ 、 回 路 基 板 ４ ０ に 接  
続 さ れ る 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と 、 を 更 に 備 え 、
　 一 体 に 接 続 さ れ る セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０  
、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と が ハ ウ ジ ン グ １ ０ の  
キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可 能 に 位 置 制 限 係 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 セ ル ２ ０ が フ レ ー ム ３ ０ に よ り 位 置 制 限 さ れ 、 且 つ 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気  
コ ネ ク タ ６ ０ に よ っ て セ ル ２ ０ の 正 負 極 の 両 端 を 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 し 、 第 １ 電 気 コ ネ ク  
タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の そ れ ぞ れ の 両 端 が そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０  
に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 溶 接 に よ る 接 続 方 式 を 用 い 、 こ の よ う に セ ル ２ ０ 及 び フ レ  
ー ム ３ ０ の 位 置 制 限 固 定 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は 電 気 的 接 続 の 役 割 を 果 た す 一 方 、 位  
置 制 限 固 定 の 役 割 を 果 た し 、 ま た 、 回 路 基 板 ４ ０ は 直 接 に フ レ ー ム ３ ０ に 固 定 し て 位 置 制  
限 さ れ 、 具 体 的 に 図 ２ を 参 照 し 、 フ レ ー ム ３ ０ に は 回 路 基 板 ４ ０ を 直 接 に フ レ ー ム ３ ０ に  
固 定 し て 位 置 制 限 す る た め の 突 出 す る 掛 止 構 造 ３ ０ ｂ が 配 置 さ れ 、 当 然 な が ら 、 フ レ ー ム  
３ ０ に は 回 路 基 板 ４ ０ の 取 付 位 置 が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 回 路 基 板 が 取 付 位 置 に フ ィ ッ ト し  
た 後 、 突 出 す る 掛 止 構 造 ３ ０ ｂ に よ っ て そ れ を フ レ ー ム ３ ０ に 位 置 制 限 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） が 回 路 基 板 ４ ０ に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 こ れ を も っ  
て 、 セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 、 第 ２ 電 気 コ ネ  
ク タ ６ ０ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と が 一 体 に 接 続 さ れ 、 一 体 に な っ た 後  
の 構 造 全 体 は 図 ３ に お け る ２ ０ ０ に 示 す よ う に 直 接 に ハ ウ ジ ン グ １ ０ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動  
可 能 に 位 置 制 限 係 合 し 、 容 易 に 組 み 立 て る こ と が で き 、 且 つ 一 体 に な っ た 後 の 構 造 及 び キ  
ャ ビ テ ィ は 更 に 位 置 制 限 し て バ ッ テ リ パ ッ ク 内 部 の 揺 動 を 効 果 的 に 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 体 に 接 続 さ れ る セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０  
、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と が 長 さ 方 向 即 ち セ ル  
１ ０ の 軸 線 方 向 に 沿 っ て ハ ウ ジ ン グ １ ０ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動 可 能 に 位 置 制 限 係 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 体 に 接 続 さ れ る セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、 第  
１ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と  
が 組 み 合 わ せ ら れ て 一 体 構 造 ２ ０ ０ を 形 成 し 、 組 み 立 て る と き 、 一 体 構 造 ２ ０ ０ を 矢 印 ｍ  
に 示 さ れ る 方 向 に 沿 っ て ハ ウ ジ ン グ １ ０ の キ ャ ビ テ ィ に 全 体 的 に 挿 入 し て か ら エ ン ド カ バ  
ー と 組 み 合 わ せ て 固 定 し て 封 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 フ レ ー ム ３ ０ に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 突 出 す る 滑  
り キ ー ８ ０ が 設 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 滑 り 溝 １ ０ ａ が 対  
応 し て 配 置 さ れ 、 又 は 、
　 フ レ ー ム ３ ０ に は そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 凹 ん で い る 滑 り 溝 が 設 置 さ れ 、  
ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 壁 に は そ れ に フ ィ ッ ト す る 突 出 す る 滑 り キ ー が 対 応 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク  
タ ６ ０ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と が 組 み 合 わ せ ら れ て 一 体 構 造 ２ ０ ０ を  
形 成 し 、 互 い に 基 本 的 に 変 位 せ ず 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 組 み 立 て 係 合 す る と き 、 フ レ ー ム ３  
０ に 設 置 さ れ る そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 線 形 に 延 在 す る 突 出 す る 滑 り キ ー ８ ０ を 、 ハ ウ ジ ン  
グ １ ０ に お け る 内 壁 に 対 応 し て 配 置 さ れ る 相 手 滑 り 溝 １ ０ ａ に 沿 っ て 線 形 に 挿 入 し 、 こ の  
よ う に 、 一 体 構 造 ２ ０ ０ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ と と も に 基 本 的 に 変 位 し な い 接 続 構 造 を 更 に 形  
成 し 、 こ の と き 、 エ ン ド カ バ ー で 密 封 固 定 さ れ て 接 続 さ れ て 封 止 を 行 い 、 バ ッ テ リ パ ッ ク  
全 体 の 内 部 で 揺 動 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 に 延  
在 し て 折 り 曲 げ ら れ て フ レ ー ム ３ ０ の 外 表 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ へ 延 在 し  
て 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 的 に 、 図 ４ を 参 照 す る と 、 セ ル ２ ０ は フ レ ー ム ３ ０ 内 に 位 置 決 め さ れ 、 フ レ ー ム ３  
０ に は 接 続 開 口 Ｏ １ 及 び Ｏ ２ が セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ  
、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の 開 始 端 は そ れ ぞ れ 接 続 開 口 Ｏ １ 及 び  
Ｏ ２ で セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に 対 応 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ  
５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は 金 属 ニ ッ ケ ル シ ー ト を 用 い 、 セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に ス  
ポ ッ ト 溶 接 に よ り 接 続 さ れ 、 そ の ス ポ ッ ト 溶 接 に よ る 接 続 部 分 は 図 ４ に お け る ス ポ ッ ト 溶  
接 セ グ メ ン ト ５ ０ ａ に 示 さ れ 、
　 次 に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に  
沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て か ら フ レ ー ム ３ ０ の 外 表 面 に 貼 り 付 け ら れ て 回 路 基 板  
４ ０ へ 延 在 し て そ れ に 接 続 さ れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ  
ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に 沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て 、 横 方 向 に 延 在 す る 折 り 曲 げ  
セ グ メ ン ト ５ ０ ｂ を 形 成 し 、 図 ４ に お け る Ａ 領 域 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 構 造 設 計 に お い て 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と セ ル の 外 皮  
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と を 間 隔 を 置 い て 配 置 さ せ て 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ を セ ル ２  
０ の 電 極 に 接 続 さ せ る も の は 明 ら か に 導 電 材 料 で あ り 、 本 技 術 案 に お い て 支 持 フ レ ー ム ４  
０ が 絶 縁 材 料 で あ り 、 そ れ ゆ え 、 導 電 可 能 な 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ  
６ ０ と セ ル ２ ０ の 外 皮 と が 絶 縁 材 料 に よ り 隔 て ら れ 、 従 っ て 、 セ ル ２ ０ の 外 皮 が 破 損 し て  
も 、 短 絡 事 故 が 発 生 す る こ と も な く 、 絶 縁 保 護 の 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ が 電 動 工 具 に 適 用 さ れ る が 、 電 動 工 具 の 使 用 過 程 に お  
い て 振 動 が 常 に 比 較 的 大 き い た め 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ が そ  
れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に 沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て 形 成 し た 、 横 方 向 に 延 在 す  
る 折 り 曲 げ セ グ メ ン ト は 更 に 振 動 を 効 果 的 に 減 衰 す る 役 割 を 果 た す こ と が で き 、 電 動 工 具  
の 使 用 過 程 に お い て 比 較 的 大 き な 振 動 が 内 部 構 造 に 影 響 を 与 え る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ を 参 照 し 続 け る と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ  
れ ぞ れ セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６  
０ ｃ を 備 え 、 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６ ０ ｃ と 回 路 基 板 ４ ０ と が 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 間  
隔 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ が い ず れ も 導 電 材 料 で 製 造 さ れ る た め  
、 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６ ０ ｃ と 回 路 基 板 ４ ０ と が 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 間 隔 を 保 持 す  
る こ と は 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と 回 路 基 板 ４ ０ 上 の 電 子 部 材 と  
が 接 触 す る こ と を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６ ０ ｃ と 回 路 基 板 ４ ０ と が ４ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 し  
、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 径 方 向 に お け る 高 さ が 比 較 的 大 き い こ と を 回 避 し 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の  
構 造 が コ ン パ ク ト で あ る よ う に 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 電 力 消 費 の 安 全 性 を 確 保 す る た め に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及  
び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る  
延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６ ０ ｃ を 備 え 、 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６ ０ ｃ は 互 い に 隔 て  
ら れ 、 そ の 間 隔 距 離 Ｌ が ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ を 参 照 す る と 、 フ レ ー ム ３ ０ は セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し  
、 且 つ セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 垂 直 で あ る 方 向 に 外 向 き に 延 在 し て 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、  
３ ０ ｂ ） を 突 出 形 成 し 、
　 取 付 部 ３ ０ ａ 及 び ３ ０ ｂ は そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ と 回 路 基 板 ４ ０ を 位 置 決 め し て 実 装 接 続 す  
る こ と に 適 し 、
　 具 体 的 に 、 取 付 部 ３ ０ ａ は 回 路 基 板 ４ ０ 、 特 に 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） が  
固 定 さ れ る 回 路 基 板 ４ ０ を 位 置 決 め し て 実 装 す る こ と に 適 し 、 取 付 部 ３ ０ ａ の 上 向 き に 突  
出 延 在 す る 部 分 は 少 な く と も 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） の 側 面 を 部 分 的 に 包 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 取 付 部 ３ ０ ｂ は セ ル ２ ０ を 位 置 決 め し て 実 装 す る こ と に 適 し 、 具 体 的 に 、 対 応 す る セ ル  
２ ０ の 電 極 の 両 端 に 取 付 部 ３ ０ ｂ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ 、 ２ つ の 対 向 す る 取 付 部 ３ ０ ｂ は セ  
ル ２ ０ の 軸 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 セ ル ２ ０ の 軸 線 方 向 を 位 置 制 限 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に 、 フ レ ー ム ３ ０ は 取 付 部 ３ ０ ｂ の 間 に 位 置 し 、 セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て  
延 在 す る 弧 形 溝 ３ ０ ｃ を 更 に 備 え 、 弧 形 溝 ３ ０ ｃ が セ ル ２ ０ の 弧 形 面 に 対 応 し 、 弧 形 溝 ３  
０ ｃ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 壁 と が 組 み 合 わ せ ら れ て セ ル の 径 方 向 の 位 置 制 限 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 且 つ 、 弧 形 溝 ３ ０ ｃ の 幅 が セ ル ２ ０ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 径 方 向 の 幅  
が 比 較 的 大 き い こ と を 回 避 し 、 こ れ に よ り 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 外 部 寸 法 の 大 き さ を で き る  
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限 り 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 実 施 例 ２
　 図 ５ ～ 図 １ １ を 更 に 参 照 す る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ で あ っ て 、 セ ル ２ ０ 及 び 回 路 基  
板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と を 備 え 、 回 路 基 板 ４ ０ と セ  
ル ２ ０ は 間 隔 を 置 い て 設 置 さ れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ は セ ル ２ ０ の 一 端 に 配 置 さ れ 、 且  
つ 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は セ ル ２ ０ の 対 向 す る 他 端 に 配 置 さ れ  
、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ に も 接 続 さ れ 、 且 つ 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ と 隔 て ら れ 、 そ の 間 隔 距 離  
Ｌ が ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 セ ル ２ ０ は ２ １ ７ ０ ０ セ ル 又 は １ ８ ６ ５ ０ セ ル を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 第 １ 電 気  
コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は 導 電 材 質 で あ り 、 ニ ッ ケ ル シ ー ト を 用 い る こ と  
が 好 ま し く 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の セ ル の 正 負 極 に 対 応 す る  
接 続 箇 所 は ス ポ ッ ト 溶 接 に よ る 接 続 を 用 い て 固 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 具 体 的 に 、 セ ル ２ ０ は フ レ ー ム ３ ０ に よ り 位 置 制 限 さ れ 、 且 つ 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及  
び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ に よ っ て セ ル ２ ０ の 正 負 極 の 両 端 を 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 し 、 第 １  
電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の そ れ ぞ れ の 両 端 は そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ 及 び 回  
路 基 板 ４ ０ に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 溶 接 に よ る 接 続 方 式 を 用 い 、 こ の よ う に セ ル ２  
０ 及 び フ レ ー ム ３ ０ の 位 置 制 限 固 定 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は 電 気 的 接 続 の 役 割 を 果 た す 一 方 、 位  
置 制 限 固 定 の 役 割 を 果 た し 、 ま た 、 回 路 基 板 ４ ０ は 直 接 に フ レ ー ム ３ ０ に 固 定 し て 位 置 制  
限 さ れ 、 具 体 的 に 図 ９ を 参 照 し 、 フ レ ー ム ３ ０ に は 回 路 基 板 ４ ０ を 直 接 に フ レ ー ム ３ ０ に  
固 定 し て 位 置 制 限 す る た め の 突 出 す る 掛 止 構 造 ３ ０ ｂ が 配 置 さ れ 、 当 然 な が ら 、 フ レ ー ム  
３ ０ に は 回 路 基 板 ４ ０ の 取 付 位 置 が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 回 路 基 板 が 取 付 位 置 に フ ィ ッ ト し  
た 後 、 突 出 す る 掛 止 構 造 ３ ０ ｂ に よ っ て そ れ を フ レ ー ム ３ ０ に 位 置 制 限 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 技 術 案 は セ ル の 正 負 極 の 両 端 に 対 応 し て 接 続 さ れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気  
コ ネ ク タ を そ れ ぞ れ 回 路 基 板 に 接 続 し 、 且 つ 回 路 基 板 に 間 隔 を 置 い て 設 置 さ れ る よ う に 表  
現 さ れ 、 且 つ 間 隔 距 離 が 少 な く と も ３ ｍ ｍ で あ り 、 該 配 置 は 該 バ ッ テ リ パ ッ ク の 放 電 の 安  
全 性 を 効 果 的 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ  
ぞ れ セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 セ ル ２ ０ は フ レ ー ム ３ ０ 内 に 位 置 決 め さ れ 、 フ レ ー ム ３ ０ に は 接 続 開 口 Ｏ １ 及 び Ｏ ２ が  
セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第  
２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の 開 始 端 は そ れ ぞ れ 接 続 開 口 Ｏ １ 及 び Ｏ ２ で セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に  
対 応 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０  
は セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に ス ポ ッ ト 溶 接 に よ り 接 続 さ れ る 金 属 ニ ッ ケ ル シ ー ト を 用 い 、 そ  
の ス ポ ッ ト 溶 接 に よ る 接 続 部 分 は 図 １ ０ に お け る ス ポ ッ ト 溶 接 セ グ メ ン ト ５ ０ ａ に 示 さ れ 、
　 次 に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に  
沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て か ら フ レ ー ム ３ ０ の 外 表 面 に 貼 り 付 け ら れ て 回 路 基 板  
４ ０ へ 延 在 し て そ れ に 接 続 さ れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ  
ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に 沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て 、 横 方 向 に 延 在 す る 折 り 曲 げ  
セ グ メ ン ト ５ ０ ｂ を 形 成 し 、 図 １ ０ に お け る Ａ 領 域 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 構 造 設 計 に お い て 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と セ ル の 外 皮  
と を 間 隔 を 置 い て 配 置 さ せ て 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と セ ル ２  
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０ の 電 極 と を 接 続 さ せ る も の は 明 ら か に 導 電 材 料 で あ り 、 本 技 術 案 に お い て 支 持 フ レ ー ム  
４ ０ が 絶 縁 材 料 で あ り 、 そ れ ゆ え 、 導 電 可 能 な 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク  
タ ６ ０ と セ ル ２ ０ の 外 皮 と が 絶 縁 材 料 に よ り 隔 て ら れ 、 従 っ て 、 セ ル ２ ０ の 外 皮 が 破 損 し  
て も 、 短 絡 事 故 が 発 生 す る こ と も な く 、 絶 縁 保 護 の 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ が 電 動 工 具 に 適 用 さ れ る が 、 電 動 工 具 の 使 用 過 程 に お  
い て 振 動 が 常 に 比 較 的 大 き い た め 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ が そ  
れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に 沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て 形 成 し た 、 横 方 向 に 延 在 す  
る 折 り 曲 げ セ グ メ ン ト は 更 に 振 動 を 効 果 的 に 減 衰 す る 役 割 を 果 た す こ と が で き 、 電 動 工 具  
の 使 用 過 程 に お い て 比 較 的 大 き な 振 動 が 内 部 構 造 に 影 響 を 与 え る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 参 照 し 続 け る と 、 該 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 回 路 基 板 ４ ０  
に 配 置 さ れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 又 は 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ に 隣 接 し 、 且 つ 電 力 消 費 機  
器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で セ ル ２ ０ か ら の 電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ）  
に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７  
０ ｂ ） を 更 に 備 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） が 回 路 基 板 ４ ０ に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 こ れ を も っ  
て 、 セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 、 第 ２ 電 気 コ ネ  
ク タ ６ ０ 及 び 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と が 一 体 に 接 続 さ れ 、 一 体 に な っ た 後  
の 構 造 全 体 は 図 ６ に お け る ２ ０ ０ に 示 す よ う に 直 接 に ハ ウ ジ ン グ １ ０ の キ ャ ビ テ ィ に 摺 動  
可 能 に 位 置 制 限 係 合 し 、 容 易 に 組 み 立 て る こ と が で き 、 且 つ 一 体 に な っ た 後 の 構 造 及 び キ  
ャ ビ テ ィ は 更 に 位 置 制 限 し て バ ッ テ リ パ ッ ク 内 部 の 揺 動 を 効 果 的 に 防 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 具 体 的 に 、 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） は ３ Ｃ 電 子 製 品 の 電 力 消 費 に 適 す る Ｕ  
Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス ７ ０ ｂ を 備 え る だ け で な く 、 電 動 工 具 の 電 力 消 費 に 適 す る 高 電 流 の  
放 電 端 子 ７ ０ ａ を 更 に 備 え 、
　 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） は 正 極 及 び 負 極 を 提 供 す る １ 対 の 隣 接 す る 電 気 コ  
ネ ク タ を 備 え 、 特 に 、 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ａ は 電 動 工 具 の 電 力 消 費 に 適 し 、 正 極 及 び 負  
極 を 提 供 す る １ 対 の 隣 接 す る 電 気 コ ネ ク タ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ８ 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ で あ っ て 、 セ ル ２ ０ 及 び 回  
路 基 板 ４ ０ と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と を 備 え 、 第 １ 電 気 コ ネ  
ク タ ５ ０ は セ ル ２ ０ の 一 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ  
６ ０ は セ ル ２ ０ の 対 向 す る 他 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ に も 接 続 さ れ 、 且 つ 第 １ 電  
気 コ ネ ク タ ５ ０ と 隔 て ら れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ ぞ れ  
セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び ６ ０ ｃ を  
備 え 、 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び 延 在 セ グ メ ン ト ６ ０ ｃ と 回 路 基 板 ４ ０ と が そ れ ぞ れ 少 な  
く と も ２ ｍ ｍ の 間 隔 を 保 持 し 、 即 ち Ｌ １ ≧ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 該 技 術 案 は セ ル の 正 負 極 の 両 端 に 対 応 し て 接 続 さ れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ  
ネ ク タ を そ れ ぞ れ 延 在 し て 回 路 基 板 に 接 続 し 、 且 つ 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク  
タ と 回 路 基 板 上 の 電 子 素 子 と が 接 触 し て 短 絡 す る こ と を 回 避 し 、 そ れ ゆ え 、 第 １ 電 気 コ ネ  
ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ の 延 在 セ グ メ ン ト と 回 路 基 板 と が そ れ ぞ れ 少 な く と も ２ ｍ ｍ の  
間 隔 を 保 持 す る よ う に 設 定 し 、 該 バ ッ テ リ パ ッ ク の 放 電 の 安 全 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 更 に 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 全 体 寸 法 の 大 き さ が 大 き す ぎ る こ と を 回 避 し て 、 バ ッ テ リ パ ッ  
ク が コ ン パ ク ト で あ る よ う に 確 保 す る た め に 、 延 在 セ グ メ ン ト ５ ０ ｃ 及 び 延 在 セ グ メ ン ト  
６ ０ ｃ と 回 路 基 板 ４ ０ と が そ れ ぞ れ ４ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 し 、 即 ち Ｌ １ ≦ ４ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 ま た 、 図 １ １ を 参 照 す る と 、 該 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 更 に 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ を  
備 え 、 回 路 基 板 ４ ０ に は 取 付 開 口 ４ ０ ａ が そ れ に 対 応 し て 設 置 さ れ 、 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７  
０ ｃ は 取 付 開 口 ４ ０ ａ 内 に 嵌 め 込 ん で 取 り 付 け ら れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ の 上 表 面 と 基 本 的  
に 同 一 平 面 上 に あ り 、 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ は 充 電 源 に 接 続 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ 、  
そ れ に よ り 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ に よ っ て セ ル ２ ０ を 充 電 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ は 双 方 向 の 充 放 電 イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 例 え ば ｔ ｙ ｐ ｅ － ｃ  
イ ン タ ー フ ェ ー ス を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 該 ｔ ｙ ｐ ｅ － ｃ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て セ  
ル ２ ０ を 充 電 す る こ と が で き る だ け で な く 、 該 ｔ ｙ ｐ ｅ － ｃ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 外  
部 へ 放 電 し て ３ Ｃ 種 類 の 電 力 消 費 機 器 の 電 力 消 費 に 使 用 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 該 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ に 隣 接 し 、 且 つ 第 ４ 電 気 コ  
ネ ク タ ７ ０ ｃ の 上 方 に 位 置 し て そ れ と 上 下 に 並 列 設 置 さ れ 、 且 つ 電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に  
接 続 す る こ と で セ ル ２ ０ か ら の 電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ａ に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供  
給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ 、 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ る 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ａ を 更 に  
備 え る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ａ は 電 動 工 具 の 電 力 消 費 に 適 し 、 雄 端 子 を 用 い る こ と が 好 ま  
し く 、 該 雄 端 子 は 少 な く と も １ 対 の 隣 接 す る 電 気 コ ネ ク タ を 備 え 、 １ 対 の 隣 接 す る 電 気 コ  
ネ ク タ は 正 極 及 び 負 極 を 提 供 し 、 高 電 流 の 放 電 を 満 た す た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ 、 図 ９ 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 参 照 し 続 け る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 ハ ウ ジ ン  
グ １ ０ 、 並 び に ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 内 蔵 さ れ る セ ル ２ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ と 、
　 セ ル ２ ０ の 一 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ と 、
　 セ ル ２ ０ の 対 向 す る 他 端 に 配 置 さ れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ に 接 続 さ れ る 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ  
６ ０ と 、
　 電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で セ ル ２ ０ か ら の 電 力 を 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０  
ａ 、 ７ ０ ｂ ） に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ  
（ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） と 、
　 充 電 源 に 接 続 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ る こ と で 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ に よ っ て セ ル ２  
０ を 充 電 す る 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ と 、 を 備 え 、
　 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ （ ７ ０ ａ 、 ７ ０ ｂ ） 及 び 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ ７ ０ ｃ は 回 路 基 板 ４ ０ の 同  
側 に 接 続 さ れ 、 且 つ 回 路 基 板 ４ ０ と そ の 下 方 の 対 向 す る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び ／ 又 は  
第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と が 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 間 隔 を 保 持 し 、 回 路 基 板 ４ ０ と そ の 上 方 の  
対 向 す る ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 壁 と が ７ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 回 路 基 板 ４ ０ と そ の 下 方 の 対 向 す る 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ  
６ ０ と が ４ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 回 路 基 板 ４ ０ と そ の 上 方 の 対 向 す る ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 壁 と が 少 な く と も ５ ｍ ｍ の 間 隔  
を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 該 技 術 案 は 第 １ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ の 延 在 セ グ メ ン ト と 回 路 基 板 と が そ  
れ ぞ れ 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 間 隔 を 保 持 す る よ う に 設 定 し 、 該 バ ッ テ リ パ ッ ク の 放 電 の 安 全  
性 を 確 保 す る と と も に 、 該 技 術 案 は 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ を 配 置 し 、 第  
３ 電 気 コ ネ ク タ は 電 力 消 費 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と で 前 記 セ ル か ら の 電 力 を 第 ３ 電 気  
コ ネ ク タ に よ っ て 電 力 消 費 機 器 に 供 給 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ 、 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ は 充  
電 源 に 接 続 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ る こ と で 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ に よ っ て 前 記 セ ル を 充 電 し  
、 且 つ 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ 及 び 第 ４ 電 気 コ ネ ク タ は 回 路 基 板 の 同 側 に 接 続 さ れ る の で あ り 、  
バ ッ テ リ パ ッ ク の 全 体 寸 法 が 大 き す ぎ る こ と を 回 避 す る と と も に 、 第 ３ 電 気 コ ネ ク タ 及 び  
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第 ４ 電 気 コ ネ ク タ の 配 置 に 影 響 し な い た め に 、 回 路 基 板 と そ の 上 方 の 対 向 す る ハ ウ ジ ン グ  
の 内 壁 と が ７ ｍ ｍ 以 下 の 間 隔 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 実 施 例 ３
　 図 １ ２ ～ 図 １ ６ を 更 に 参 照 す る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク 構 造 １ ０ ０ で あ っ て 、 セ ル ２ ０ 、 フ  
レ ー ム ３ ０ 及 び 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 備 え 、 セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 第 １ 回 路 基 板 ４  
０ ａ は セ ル ２ ０ の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 接 続 設 置 さ れ 、
　 フ レ ー ム ３ ０ は 、 セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 且 つ 、
　 セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 垂 直 で あ る 方 向 に 沿 っ て 外 向 き に 延 在 突 出 し 、 そ れ ぞ れ セ  
ル ２ ０ 及 び 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 位 置 決 め し て 実 装 接 続 す る こ と に 適 す る 第 １ 取 付 部 （ ３  
０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） と 、
　 セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 外 向 き に 延 在 突 出 し 、 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ を 位 置 決  
め し て 実 装 接 続 す る こ と に 適 す る 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ と 、 を 備 え 、
　 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ が 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ に 通 信 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ は 本 バ ッ テ リ パ ッ ク の 主 制 御 基 板 で あ り 、 Ｂ Ｍ Ｓ 管 理 な ど の 機 能 を  
有 し 、 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ は 副 基 板 で あ り 、 そ の 上 に は ウ ェ イ ク ア ッ プ ス イ ッ チ 及 び ／ 又  
は ラ ン プ 、 並 び に 他 の 電 子 素 子 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 該 技 術 案 は セ ル 、 フ レ ー ム 、 第 １ 回 路 基 板 を セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 接 続 設 置 し 、 且  
つ フ レ ー ム を セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 該 フ レ ー ム が セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向  
に 垂 直 で あ る 方 向 及 び セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 う 方 向 に そ れ ぞ れ 外 向 き に 延 在 し て 第 １  
取 付 部 及 び 第 ２ 取 付 部 を 突 出 形 成 し 、 そ れ ら が そ れ ぞ れ セ ル 及 び 第 １ 回 路 基 板 を 位 置 決 め  
し て 実 装 接 続 し 、 及 び 第 ２ 回 路 基 板 を 位 置 決 め し て 実 装 接 続 し 、 且 つ 第 ２ 回 路 基 板 と 第 １  
回 路 基 板 と の 通 信 接 続 を 維 持 す る た め の も の で あ り 、 そ の 構 造 は 配 置 が 斬 新 で シ ン プ ル で  
あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 具 体 的 に 、 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） は 、 少 な く  
と も セ ル ２ ０ の 端 部 を 部 分 的 に 覆 っ て 、 セ ル ２ ０ の 両 端 に 位 置 し 且 つ そ れ に 接 触 す る 第 １  
部 ３ ０ ａ と 、 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 支 持 し て 位 置 制 限 し て 接 続 し 、 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ と  
フ レ ー ム ３ ０ の 本 体 と を 間 隔 を 置 い て 設 置 さ せ 、 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ の 縁 部 側 に 位 置 し 且  
つ そ れ に 位 置 制 限 し て 接 続 さ れ る 第 ２ 部 ３ ０ ｂ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 第 １ 部 ３ ０ ａ は セ ル ２ ０ の 長 軸 方 向 の 両 端 に 対 応 し て 配 置 さ れ 、 そ れ ら の 間 隔 が セ  
ル ２ ０ の 軸 方 向 長 さ に ち ょ う ど 適 合 す る こ と に 適 し 、 両 端 の 第 １ 部 ３ ０ ａ に よ っ て セ ル ２  
０ の 長 軸 方 向 に お け る 位 置 制 限 を 実 現 し 、 且 つ 、 第 １ 部 ３ ０ ａ の セ ル ２ ０ の 径 方 向 に お け  
る 高 さ は セ ル ２ ０ の 径 方 向 端 面 の 高 さ の 大 き さ に 対 応 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 記 第 ２ 部 ３ ０ ｂ は 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 直 接 に フ レ ー ム ３ ０ に 固 定 し て 位 置 制 限 す る  
た め の 掛 止 構 造 を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 当 然 な が ら 、 フ レ ー ム ３ ０ に は 第 １ 回 路 基 板 ４  
０ ａ の 取 付 位 置 が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 回 路 基 板 が 取 付 位 置 に フ ィ ッ ト し た 後 、 突 出 す る 掛  
止 構 造 ３ ０ ｂ に よ っ て そ れ を フ レ ー ム ３ ０ に 位 置 制 限 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 述 の よ う に 、 セ ル ２ ０ は フ レ ー ム ３ ０ に よ り 位 置 制 限 さ れ 、 ま た 、 更 に 第 １ 電 気 コ ネ  
ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ に よ っ て セ ル ２ ０ の 正 負 極 の 両 端 を 第 １ 回 路 基 板 ４ ０  
ａ に 接 続 し 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の そ れ ぞ れ の 両 端 は そ れ ぞ  
れ セ ル ２ ０ 及 び 回 路 基 板 ４ ０ に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 溶 接 に よ る 接 続 方 式 を 用 い 、  
こ の よ う に セ ル ２ ０ 及 び フ レ ー ム ３ ０ の 位 置 制 限 固 定 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 セ ル ２ ０ は ２ １ ７ ０ ０ セ ル 又 は １ ８ ６ ５ ０ セ ル を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 第 １ 電 気  
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コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は 導 電 材 質 で あ り 、 ニ ッ ケ ル シ ー ト を 用 い る こ と  
が 好 ま し く 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の セ ル の 正 負 極 に 対 応 す る  
接 続 箇 所 は ス ポ ッ ト 溶 接 に よ る 接 続 を 用 い て 固 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 記 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は 電 気 的 接 続 の 役 割 を 果 た す 一 方  
、 位 置 制 限 固 定 の 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ を 参 照 し 続 け る と 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０  
は そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 対 向 し て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 セ ル ２ ０ は フ レ ー ム ３ ０ 内 に 位 置 決 め さ れ 、 フ レ ー ム ３ ０ に は 接 続 開 口 Ｏ １ 及 び Ｏ ２ が  
セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第  
２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ の 開 始 端 は そ れ ぞ れ 接 続 開 口 Ｏ １ 及 び Ｏ ２ で セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に  
対 応 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 具 体 的 に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０  
は セ ル ２ ０ の 両 端 の 電 極 に ス ポ ッ ト 溶 接 に よ り 接 続 さ れ る 金 属 ニ ッ ケ ル シ ー ト を 用 い 、 そ  
の ス ポ ッ ト 溶 接 に よ る 接 続 部 分 は 図 １ ４ に お け る ス ポ ッ ト 溶 接 セ グ メ ン ト ５ ０ ａ に 示 さ れ 、
　 次 に 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に  
沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て か ら フ レ ー ム ３ ０ の 外 表 面 に 貼 り 付 け ら れ て 第 １ 回 路  
基 板 ４ ０ ａ へ 延 在 し て そ れ に 接 続 さ れ 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０  
は そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に 沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て 、 横 方 向 に 延 在 す る 折  
り 曲 げ セ グ メ ン ト ５ ０ ｂ を 形 成 し 、 図 １ ４ に お け る Ａ 領 域 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 記 構 造 設 計 に お い て 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と セ ル の 外 皮  
と を 間 隔 を 置 い て 配 置 さ せ て 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０ と セ ル ２  
０ の 電 極 と を 接 続 さ せ る も の は 明 ら か に 導 電 材 料 で あ り 、 本 技 術 案 に お い て 支 持 フ レ ー ム  
４ ０ が 絶 縁 材 料 で あ り 、 そ れ ゆ え 、 導 電 可 能 な 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク  
タ ６ ０ と セ ル ２ ０ の 外 皮 と が 絶 縁 材 料 に よ り 隔 て ら れ 、 従 っ て 、 セ ル ２ ０ の 外 皮 が 破 損 し  
て も 、 短 絡 事 故 が 発 生 す る こ と も な く 、 絶 縁 保 護 の 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ テ リ パ ッ ク 構 造 １ ０ ０ が 電 動 工 具 に 適 用 さ れ る が 、 電 動 工 具 の 使 用 過 程  
に お い て 振 動 が 常 に 比 較 的 大 き い た め 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ５ ０ 及 び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ６ ０  
が そ れ ぞ れ 外 向 き に 横 方 向 ｅ に 沿 っ て 延 在 突 出 し て 折 り 曲 げ ら れ て 形 成 し た 、 横 方 向 に 延  
在 す る 折 り 曲 げ セ グ メ ン ト は 更 に 振 動 を 効 果 的 に 減 衰 す る 役 割 を 果 た す こ と が で き 、 電 動  
工 具 の 使 用 過 程 に お い て 比 較 的 大 き な 振 動 が 内 部 構 造 に 影 響 を 与 え る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ の 縁 部 側 に 位  
置 し 且 つ そ れ に 位 置 制 限 し て 接 続 さ れ 、 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 掛 止 構 造 を 用 い る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は セ ル ２ ０ の 端 部 に 隣 接 し 、 具 体 的 に 、 該 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は  
第 １ 部 ３ ０ ａ の 外 側 面 に 形 成 さ れ 、 即 ち 該 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 第 １ 部 ３ ０ ａ の 外 側 面 か ら  
外 向 き に 延 在 し て 突 出 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） の 第 １ 部 ３ ０ ａ の 位 置 に 配 置 さ れ 、  
第 １ 部 ３ ０ ａ は セ ル ２ ０ の 両 端 に 位 置 し 且 つ セ ル ２ ０ の 端 部 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 且 つ 、 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 第 １ 部 ３ ０ ａ の 縁 部 に 位 置 し 、 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ の 組 立 及  
び 位 置 制 限 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ５ 及 び 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク 構 造 １ ０ ０ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 ハ ウ  
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ジ ン グ １ ０ 内 に 位 置 し 且 つ セ ル ２ ０ の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 接 続 設 置 さ れ る セ ル ２ ０ 、 フ レ  
ー ム ３ ０ 及 び 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ と を 備 え 、
　 フ レ ー ム ３ ０ は セ ル １ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 外 向 き に 延 在 し て 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ  
を 突 出 形 成 し 、
　 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ を 位 置 決 め し て 実 装 接 続 す る こ と に 適 し 、
　 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ は 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ に 通 信 接 続 さ れ 、 且 つ 少 な く と も １ つ の ウ ェ  
イ ク ア ッ プ ス イ ッ チ ４ ０ ｂ － １ を 備 え 、
　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ に 対 応 す る エ ン ド カ バ ー １ ０ ａ を 備 え 、 エ ン ド カ  
バ ー １ ０ ａ の ウ ェ イ ク ア ッ プ ス イ ッ チ ４ ０ ｂ － １ に 対 応 す る 位 置 に は ボ タ ン １ ０ ａ － １ が  
配 置 さ れ 、 ボ タ ン １ ０ ａ － １ の 内 側 に は ウ ェ イ ク ア ッ プ ス イ ッ チ ４ ０ ｂ － １ に 接 触 す る こ  
と に 適 す る ボ ス ｐ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 該 技 術 案 に お い て 、 ウ ェ イ ク ア ッ プ ス イ ッ チ が 配 置 さ れ る 第 ２ 回 路 基 板 は セ ル の 軸 線 の  
長 さ 方 向 に 設 置 さ れ 、 且 つ 対 応 す る エ ン ド カ バ ー に ボ タ ン が 配 置 さ れ 、 ボ タ ン の 内 側 に は  
ウ ェ イ ク ア ッ プ ス イ ッ チ に 接 触 す る こ と に 適 す る ボ ス が 設 け ら れ 、 ユ ー ザ ー が 操 作 使 用 す  
る と き 、 ４ 本 の 指 で バ ッ テ リ パ ッ ク の 長 さ 方 向 の 表 面 を 握 り 締 め て 、 容 易 に 把 持 で き 、 親  
指 が ち ょ う ど ボ タ ン に 対 応 し て 位 置 し 、 容 易 に 押 圧 操 作 で き 、 片 手 で 容 易 に 操 作 把 持 し て  
押 圧 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ボ タ ン １ ０ ａ － １ は 弾 性 変 形 に 適 し 、 及 び ／ 又 は 、 ボ タ ン １ ０ ａ － １ の 外 表 面 は エ ン ド  
カ バ ー １ ０ ａ の 外 表 面 と 基 本 的 に 同 一 平 面 上 に あ り 、 具 体 的 に 図 １ ５ を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 バ ッ テ リ パ ッ ク 構 造 １ ０ ０ は 更 に 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） を 備 え 、 第 １ 取 付  
部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） は 、 少 な く と も セ ル ２ ０ の 端 部 を 部 分 的 に 覆 っ て 、 セ ル ２ ０ の 両 端  
に 位 置 し 且 つ そ れ に 接 触 す る 第 １ 部 ３ ０ ａ と 、 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 支 持 し て 位 置 制 限 し  
て 接 続 し 、 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ と フ レ ー ム ３ ０ の 本 体 と を 間 隔 を 置 い て 設 置 さ せ 、 第 １ 回  
路 基 板 ４ ０ ａ の 縁 部 側 に 位 置 し 且 つ そ れ に 位 置 制 限 し て 接 続 さ れ る 第 ２ 部 ３ ０ ｂ と 、 を 備  
え る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 第 ２ 取 付 部 ３ ０ ｃ は 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） の 第 １ 部 ３ ０ ａ の 位 置 に 配 置 さ れ 、  
且 つ 第 ２ 回 路 基 板 ４ ０ ｂ の 縁 部 側 に 位 置 制 限 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 バ ッ テ リ パ ッ ク 構 造 １ ０ ０ で あ っ て 、 セ ル ２ ０ の 径 方 向 に 沿 っ て  
順 に 接 続 設 置 さ れ る セ ル ２ ０ 、 フ レ ー ム ３ ０ 及 び 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 備 え 、
　 フ レ ー ム ３ ０ は セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 且 つ セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ  
方 向 に 垂 直 で あ る 方 向 に 外 向 き に 延 在 し て 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） を 突 出 形 成 し 、
　 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） は そ れ ぞ れ セ ル ２ ０ 及 び 第 １ 回 路 基 板 ４ ０ ａ を 位 置 決 め  
し て 実 装 接 続 す る こ と に 適 し 、
　 フ レ ー ム ３ ０ は 第 １ 取 付 部 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） の 間 に 位 置 し 、 セ ル ２ ０ の 軸 線 の 長 さ 方  
向 に 沿 っ て 延 在 す る 弧 形 溝 ３ ０ ｄ を 更 に 備 え 、
　 弧 形 溝 ３ ０ ｄ が セ ル ２ ０ の 弧 形 面 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 弧 形 溝 ３ ０ ｄ が セ ル ２ ０ の 弧 形 面 に 対 応 し 、 弧 形 溝 ３ ０ ｄ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 壁 と が  
組 み 合 わ せ ら れ て セ ル の 径 方 向 の 位 置 制 限 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 且 つ 、 弧 形 溝 ３ ０ ｃ の 幅 が セ ル ２ ０ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 径 方 向 幅 が  
比 較 的 大 き い こ と を 回 避 し 、 そ れ に よ り バ ッ テ リ パ ッ ク の 外 部 寸 法 の 大 き さ を で き る 限 り  
減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 該 技 術 案 は セ ル 、 フ レ ー ム 及 び 第 １ 回 路 基 板 を セ ル の 径 方 向 に 沿 っ て 順 に 接 続 設 置 し 、  
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且 つ セ ル の 径 方 向 即 ち セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 垂 直 で あ る 方 向 に 外 向 き に 延 在 し て 第 １ 取  
付 部 を 突 出 形 成 し 、 且 つ 第 １ 取 付 部 の 間 に は セ ル の 軸 線 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 弧 形  
溝 を 配 置 し 、 弧 形 溝 が セ ル の 弧 形 面 に 対 応 し 、 第 １ 取 付 部 が 軸 線 方 向 に お い て セ ル を 位 置  
制 限 す る と と も に 、 弧 形 溝 と 組 み 合 わ せ て 径 方 向 に お い て 位 置 制 限 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 最 後 に 説 明 す べ き こ と は 、 以 上 の 実 施 例 は 単 に 本 発 明 の 技 術 案 を 説 明 す る た め の も の で  
あ り 、 そ れ を 制 限 す る も の で は な く 、 上 記 実 施 例 を 参 照 し て 本 発 明 を 詳 し く 説 明 し た が 、  
当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ う に 、 依 然 と し て 上 記 実 施 例 に 記 載 す る 技 術 案 を 修 正 し 、 又  
は そ の 中 の 一 部 又 は 全 部 の 技 術 的 特 徴 を 等 価 置 換 す る こ と が で き る が 、 こ れ ら の 修 正 又 は  
置 換 は 対 応 す る 技 術 案 の 本 質 を 本 発 明 の 実 施 例 の 技 術 案 の 範 囲 か ら 逸 脱 さ せ る も の で は な  
い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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